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の
歴
史
を
区
分
す
る
地
質
時
代

図l地質時代

地
球
は
四
十
六
億
年
前
に
誕
生
し
た
と
推
定

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
安

定
し
た
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
大
陸

は
移
動
や
分
裂
し
て
形
状
を
変
化
さ
せ
て
い
る

し
、
表
面
全
体
が
凍
結
し
た

ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
ア

ー
ス

（全
球
凍
結
）
と
命
名
さ
れ
る
極
寒
の
時

期
も
幾
度
か
経
験
し
て
い
る
。
さ
ら
に
巨
大
な

隕
石
の
衝
突
に
よ

っ
て
大
半
の
生
物
が
絶
滅
し

て
し
ま

っ
た
地
獄
の
よ
う
な
異
変
も
化
石
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
四
十
六
億
年
間
は
い
く
つ
か
に
区
分
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
人
間
に
よ
る
文
字
の
記
録
が

存
在
す
る
直
近
の
数
千
年
間
を
有
史
時
代
、
そ

れ
以
前
の
九
九
・
九
九
九
九
％
は
地
質
時
代
と

さ
れ
る
。
こ
の
地
質
時
代
は
地
球
の
誕
生
か
ら

複
雑
で
あ
る
が
、
こ
の
新
生
代
は
六
六

0
0

人
間
の
活
動
が
地
球
の
時
代
区
分
を
変
更

四
十
億
年
前
ま
で
が
冥
王
代
、
二
十
五
億
年
前

ま
で
が
太
古
代
、
六
億
年
前
ま
で
が
原
生
代
、

そ
れ
以
後
が
顕
生
代
と
区
分
さ
れ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
は
地
球
に
発
生
し
た
巨
大
な
変
化
に
よ

っ

て
さ
ら
に
細
分
さ
れ
て
い
る

（図
1
)。

数
例
を
紹
介
す
る
。
原
生
代
の
最
後
の
六
億

二
0
0
0
万
年
前
か
ら
五
億
四
二
0
0
万
年
前

ま
で
は

エ
デ
ィ
ア
カ
ラ
ン
と
命
名
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の

エ
デ
ィ

ア
カ
ラ
と
い
う
場
所
か
ら
現
代
に
は
存
在
し
な

い
生
物
の
化
石
が
大
量
に
発
掘
さ
れ
た
こ
と
を

根
拠
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
生
物
は
七
億
三

0
0
0
万
年
前
か
ら
六
億
三
五

0
0
万
年
前
ま

で
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
ア
ー
ス
が
終
了
し
た
直
後

か
ら
発
生
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

顕
生
代
の
最
後
の

一
億
四
五

0
0万
年
前
か

ら
六
六

0
0
万
年
前
の
区
間
は
白
亜
紀
と
命
名

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
最
後
に
メ
キ
シ

コ
の
ユ
カ
タ
ン
半
島
沖
合
に
直
径
十
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
隕
石
が
衝
突
し
た
結
果
、
大
置

の
粉
塵
に
よ
り
地
球
全
体
が
寒
冷
と
な
り
、
恐

竜
を
は
じ
め
生
息
し
て
い
た
生
物
の
約
七
五
％

が
絶
滅
し
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
天
変
地
異
が

白
亜
紀
の
帰
属
す
る
中
生
代
か
ら
新
生
代
へ
の

区
切
り
の
根
拠
と
な

っ
て
い
る
。
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万
年
前
か
ら
古
第
三
紀
、
二
三

0
0
万
年
前
か

ら
新
第
三
紀
、
二
六

0
万
年
前
か
ら
第
四
紀
に

区
分
さ
れ
、
そ
の
第
四
紀
は
二
六

0
万
年
前
の

更
新
世
か
ら
一
万
年
前
に
現
在
の
完
新
世
に
移

行
し
た
と
い
う
の
が
従
来
の
見
解
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
二

0
0
0年
に
メ
キ
シ
コ
の
ク
エ
ル
ナ

バ
カ
と
い
う
都
市
で
開
催
さ
れ
た
地
球
科
学
の

国
際
会
議
で
、
あ
る
学
者
か
ら
衝
撃
の
提
案
が

な
さ
れ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
気
象
学
者

p
．
ク
ル
ッ
ツ
ェ
ン

が
現
代
を
完
新
世
と
表
現
す
る
の
は
適
切
で
は

な
く
、
「
人
新
世

（ア
ン
ト
ロ
ポ
シ
ー
ン
）
」
と

命
名
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
提
案
し
た
。
こ

れ
は
人
間
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ャ
の
言
葉
ア
ン

ト
ロ
ポ
ス
に
由
来
し
、
一
九
八
0
年
代
に
ア
メ

リ
カ
の
環
境
学
者
E
．
ス
ト
ー
マ
ー
が
使
用
し

て
い
た
が
、
ク
ル
ッ
ツ
ェ
ン
が
独
自
に
同
様
の

見
解
を
表
明
し
た
の
で
あ
り
、
会
謡
で
は
大
変

な
議
論
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
地
質
時
代
は
極
度
の
寒
気
、
隕

石
の
衝
突
、
海
面
の
上
昇
な
ど
自
然
環
境
の
激

変
を
区
切
り
に
命
名
さ
れ
て
き
た
が
、
今
年
八

月
、
世
界
各
国
の
多
数
の
学
者
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
ー
P
C
C
と
い
う
国
際
組
織
が
発
表
し
た

最
新
の
報
告
で
は
、
現
在
の
地
球
は
人
口
の
増

加
、
資
源
の
濫
用
、
環
境
の
破
壊
な
ど
人
類
の

活
動
が
も
た
ら
し
た
異
常
な
事
態
に
直
面
す
る

危
機
状
態
に
あ
る
と
発
表
し
、
「
人
新
世
」
と

い
う
概
念
を
後
押
し
し
て
い
る
。

以
下
に
人
間
の
活
動
が
異
常
な
状
態
で
あ
る

こ
と
を
実
証
し
て
い
き
た
い
。
基
本
は
人
口
の

増
加
で
あ
る
。
二
足
歩
行
す
る
こ
と
を
人
類
の

特
徴
と
す
る
と
、
最
初
の
人
類
は
七

0
0
万
年

前
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
登
場
し
た
「
猿
人
」
で

あ
り
、
以
後
、
一
八

0
万
年
前
に
登
場
し
た

「原
人
」
、
四
0
万
年
前
に
登
場
し
た
「
旧
人
」、

そ
し
て
二

0
万
年
前
に
登
場
し
た
「
新
人
」
と

い
う
順
番
に
な
る
。
そ
の
新
人
の
人
口
の
直
近

二
0
0
0
年
間
の
変
化
を
観
察
し
て
み
る
。

二
0
0
0年
前
の
人
口
が
正
確
に
推
定
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
多
数
の
学
者
の
推
計
を

平
均
す
る
と
約
三
億
人
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ

る
。
そ
れ
以
後
は
―
二

0
0年
が
経
過
し
て
四

億
人
に
増
加
し
、
さ
ら
に
三
0
0年
後
の
西
暦

一
五
0
0年
に
五
億
人
、
そ
れ
か
ら
二
0
0
年

後
の
西
暦
一
七

0
0年
に
六
億
人
、
さ
ら
に
五

0
年
が
経
過
し
た
西
暦

一
七
五

0
年
に
七
億
人

に
な

っ
て
い
る
。
一
億
人
の
人
間
が
増
加
す
る

年
数
が
短
縮
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
登
場
し
た
イ
ギ
リ
ス
の

経
済
学
者
T
.
R
・
マ
ル
サ
ス
が
出
版
し
た

近
世
に
急
増
し
た
人
口
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

゜

鑢

1
0
6
0
5
0
4
0
3
0
2
0
1
0
0
 

「人
口
論

J

(一

七
九
八
）
は
食
糧
が
等
差
級
数

で
し
か
増
加
し
な
い
の
に
比
較
し
て
、
人
口
は

等
比
級
数
で
増
加
す
る
と
喝
破
し
、
世
界
が
直

面
す
る
問
題
を
指
摘
し
た
。
現
実
は
指
摘
の
よ

う
に
急
増
し
、

一
八

0
0年
に

一
0
億
人
、

一

九
0
0年
に
一
七
億
人
、

二
0
0
0年
に
は
六

0
億
人
を
突
破
、
そ
れ
か
ら
二

0
年
後
の
現
在

で
は
八

0
億
人
に
接
近
し
て
い
る

（図
2
)。

人
間
が
急
増
で
き
た
の
は
普
通
の
動
物
の
よ

う
に
自
然
の
動
物
や
植
物
を
採
集
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
自
身
で
食
糧
を
生
産
す
る
農
業
と
牧

畜
を
発
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
当
初
は
水
力
や

風
力
な
ど
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
利
用
し

て
い
た
が
、
十
八
世
紀
に
蒸
気
機
関
、
十
九
世

紀
に
内
燃
機
関
を
発
明
し
、
そ
の
燃
料
と
し
て

石
炭
と
石
油
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
人
類

200 400 600 800 1000 1200 1400 1600 1800 2000 

図2地球の人口の推移
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こ
の
よ
う
な
変
化
は
進
歩
や
発
展
と
理
解
さ

れ
て
き
た
が
、
重
大
な
問
頷
を
見
落
と
し
て
い

た
。
第
一
は
人
間
の
社
会
を
繁
栄
さ
せ
て
き
た

石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
金
属
な
ど
鉱
物
資

源
も
、
動
物
、
植
物
な
ど
生
物
資
源
も
有
限
で

あ
り
、
現
状
の
速
度
で
利
用
し
て
い
け
ば
、
地

球
の
歴
史
で
は
一
瞬
と
い
う
時
間
で
消
滅
す
る

こ
と
に
な
る
。
第
二
は
そ
れ
ら
の
資
源
が
存
在

し
て
い
る
地
球
環
境
自
体
も
有
限
で
あ
り
、
そ

れ
を
破
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

植
物
を
代
表
す
る
森
林
の
面
積
は
一
万
年
前

に
は
陸
地
面
積
の
四

0
％
に
相
当
す
る
六
二
億

同
様
に
急
増
し
た
環
境
破
壊

饂

＂ 
換

ぷ

が
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
爆
発
と
表
現
で
き

る
ほ
ど
増
加
し
た
（
図
3
)
。

800 
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図3人類によるエネルギー消費

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

っ
た
が
、
人
間
が
農
業
と
牧
畜

の
た
め
森
林
を
伐
採
し
、
現
在
は
四

0
億
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
減
少
し
て
い
る
。

一
万
年
問
は
地
球

の
歴
史
の

O
・
0
0
0
二
％
と
い
う
一
瞬
で
あ

る
。
生
物
全
体
は
一
万
年
前
に
は
毎
年

O
・
O

一
種
が
絶
滅
し
て
い
た
が

‘
1
0
0
0年
前
に

は
O・

一
種
‘
1
0
0年
前
に
は
一
種
に
急
増

し
、
現
在
は
毎
年
四
万
種
が
絶
滅
し
て
い
る
。

こ
れ
自
体
も
深
刻
な
変
化
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
匹
敵
す
る
問
題
は
地
球
全
体
が
危
険
な
方
向

に
変
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
植
物
は
空
中

の
炭
素
を
自
身
の
躯
体
に
し
て
い
る
か
ら
、
そ

れ
ら
を
燃
料
と
し
て
い
た
時
代
に
は
、
植
物
が

固
定
し
た
空
中
の
炭
素
を
再
度
、
空
中
に
放
出

す
る
だ
け
で
あ
り
増
減
は
ゼ
ロ
で
あ

っ
た
。
イ

ギ
リ
ス
な
ど
で
は
初
期
の
製
鉄
で
木
材
を
燃
料

に
し
て
い
た
か
ら
森
林
は
減
少
し
た
が
、
空
中

の
炭
素
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
地
中
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
石
炭
や

石
油
や
天
然
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
時
代
に
な
る

と
、
過
去
に
地
中
に
固
定
さ
れ
て
空
中
に
存
在

し
な
か

っ
た
炭
素
が
空
中
に
放
出
さ
れ
、
二
酸

化
炭
素
濃
度
が
急
速
に
増
大
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
蒸
気
機
関
や
内
燃
機
関
が
発
明
さ
れ
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
十
九
世
紀
中
頃
か

ら
二
酸
化
炭
素
排
出
量

（図
4
)
も
空
中
の
二

酸
化
炭
素
濃
度

（図
5
)
も
急
速
に
増
加
し
て

き
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。

こ
の
二
酸
化
炭
素
は
地
表
な
ど
か
ら
発
生
す

る
熱
を
空
中
に
保
持
し
て
大
気
を
温
暖
に
す
る

効
果
が
あ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
と
命
名
さ
れ
て

い
る
。
も
し
温
室
効
果
ガ
ス
が
存
在
し
な
い
と

ppm 
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図5大気の二酸化炭素濃度
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函4人類による二酸化炭素排出旦
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地
表
の
平
均
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
一
九
度
程
度
に

な
る
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
効
果
に
よ
っ
て
地
球

は
温
暖
に
保
持
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
増
加

し
す
ぎ
る
と
温
暖
に
な
り
す
ぎ
る
と
い
う
厄
介

な
問
題
が
発
生
す
る
。
こ
れ
も
十
九
世
紀
中
頃

か
ら
顕
著
に
な
っ
て
き
た
（
図
6
)
。

す
で
に
影
響
は
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
シ
ベ

リ
ア
の
北
極
圏
内
に
あ
る
ベ
ル
ホ
ヤ
ン
ス
ク
で

は
昨
年
六
月
に
気
温
三
八
度
を
記
録
し
、
ド
イ

ツ
と
ベ
ル
ギ
ー
の
国
境
付
近
で
は
今
年
七
月
に

1
0
0
 0年
に
一
度
と
い
う
洪
水
が
発
生
す
る

な
ど
異
変
が
発
生
し
は
じ
め
て
い
る
。
全
体
と

し
て
も
、
北
極
海
上
を
被
覆
し
て
い
る
海
氷
面

積
は
二
十
世
紀
中
頃
か
ら
急
速
に
減
少
し
は
じ

め
て
い
る
し
（
図
7
)
、
世
界
各
地
で
発
生
す

る
洪
水
の
回
数
は
増
加
し
て
い
る

（図
8
)。

℃ 

0.4 

0.2 

゜・0.2 
-0.4 

・0.6 

-0.8 
1750 1800 1850 1900 1950 2000 

図6地球の気温変化

最
初
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
四
十
六
億
年
前

の
地
球
誕
生
以
来
の
歴
史
を
区
分
す
る
地
質
時

代
は
隕
石
の
衝
突
、
異
常
な
寒
冷
、
巨
大
な
地

気
付
か
な
い
危
機
を
警
告
す
る
「
人
新
世
」
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図8地球の洪水発生回数 図7北極海の海氷面積

震
、
海
面
の
上
昇
な
ど
地
球
環
境
の
天
変
地
異

を
区
切
り
と
し
て
き
た
。
し
か
し
人
間
の
活
動

自
体
が
天
変
地
異
に
匹
敵
す
る
異
変
を
発
生
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
現
在
で
あ
り
。
こ
れ

を
新
規
の
地
質
時
代
「
人
新
世
」
と
名
付
け
て

人
類
に
警
告
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
提
案

し
て
い
る
学
者
の
意
図
で
あ
る
。

そ
の
根
拠
ぱ
二
種
あ
る
。
第
一
は
人
間
の
社

会
活
動
を
表
現
す
る
指
標

（人
口
、
経
済
、
投

資
、
通
信
な
ど
）
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
巨

大
加
速

（グ
レ
ー
ト

・
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ

ン
）
、
第
二
は
地
球
環
境
の
指
標

（大
気
の
温

度
、
海
洋
の
酸
性
、
生
物
の
絶
滅
な
ど
）
が
限

界
に
接
近
し
て
い
る
地
球
限
界

（プ
ラ
ネ
タ
リ

ー
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
）
で
あ
り
、
両
者
が
撤
退

不
可
能
点

（テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
・
ボ
イ
ン
ト
）
に

接
近
し
て
い
る
と
い
う
根
拠
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
危
機
の
理
解
は
困
難
と
い
う
教

訓
が
あ
る
。
あ
る
早
朝
、
湖
面
に
一
本
の
水
草

が
浮
上
し
、
翌
日
は
二
本
、
さ
ら
に
翌
日
は
四

本
と
増
加
、
十
日
目
に
湖
面
の
半
分
に
な
っ
た
。

全
面
に
繁
殖
す
る
期
日
は
初
日
か
ら
観
察
し
て

い
れ
ば
簡
単
に
予
測
で
き
る
が
、
途
中
か
ら
観

察
し
た
人
間
に
は
半
分
が
水
面
で
あ
る
光
景
か

ら
翌
日
が
限
界
だ
と
察
知
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
。
地
球
が
十
日
目
に
あ
る
こ
と
を
気
付
か
せ

る
の
が

「人
新
世
」
で
あ
る
。
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